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研究成果の概要 

二酸化炭素（CO2）の排出量を実質ゼロにする脱炭素社会の実現に向け，CO2 の回収・貯留技

術の社会実装や CO2 を原料として有用物質を生産する CO2 固定化技術の開発が世界各国で精

力的に進められている．本研究課題では，CO2排出量の増加がもたらす環境問題への化学的なア

プローチとして，自然界のバイオ触媒を利用することで環境負荷を低減させた CO2固定化システム

を開発し，CO2を使って減らす次世代のものづくり技術の創出に挑む． 

本年度は，CO2固定化システム開発の核となる「人工基質への CO2固定化反応」と「反応分析シ

ステムの確立」に取り組んだ．生物資源から抽出し高度に精製されたバイオ触媒を利用して，人工

基質への CO2 固定化反応を実施した．適切な条件でクエンチや誘導体化処理を施した触媒反応

後の溶液サンプルをHPLCまたはGCMSで分析し，目的化合物が生成しているか解析した．化学

特性の異なる多様な人工基質の調製を並行して進めており，バイオ触媒を用いて CO2固定化され

る人工基質の重要構造を明らかにしていく．また，プレートリーダーを使用して複数の反応サンプ

ルを短時間で分析する手法を確立し，バイオ触媒の活性を最大化する反応条件の検討を進めて

いる．今後も引き続き人工基質への CO2固定化反応に取り組み，バイオ触媒を用いた CO2固定化

技術の実証を目指す．  

 


